
は
、
駐
車
場
が
な
い
た
め
に
観
光
資
源
と

す
る
に
は
ま
だ
体
制
が
整
っ
て
い
な
い
こ

と
を
話
し
て
い
ま
し
た
。
近
く
に
あ
る
農

業
資
料
館
と
と
も
に
、
こ
の
地
を
訪
れ
た

人
に
お
も
て
な
し
が
必
要
と
考
え
て
い
ま

す
。お

二
人
に
話
を
伺
っ
て
、
個
人
で
出

来
る
こ
と
の
限
界
、
市
民
活
動
に

よ
る
存
続
の
難
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
協
和
地
区
に
は
「
小
栗
城
跡
」、「
小
栗

内
外
大
神
宮
」、「
う
わ
ば
み
池
」
な
ど
、

多
く
の
魅
力
が
あ
り
ま
す
。
地
区
全
体
が

歴
史
観
光
ゾ
ー
ン
と
し
て
多
く
の
観
光
客

で
に
ぎ
わ
う
こ
と
を
目
標
に
、
で
き
る
と

こ
ろ
か
ら
助
け
合
い
、
協
力
し
て
い
け
れ

ば
と
思
い
ま
し
た
。

　

小
栗
判
官
の
に
ぎ
や
か
さ
と
は
対
照

的
に
、
静
か
に
光
り
が
当
た
り
始

め
た
史
跡
が
あ
り
ま
す
。
奈
良
時
代
の
常

陸
国
新に

い
は
り
ぐ
ん

治
郡
に
存
在
し
た
国
指
定
史
跡

「
新
治
郡ぐ

ん
衙が

跡
」（
郡
の
役
所
）
と
「
新
治

廃は
い

寺じ

跡 
」（
郡
の
大
寺
）
で
す
。
筑
西
市

で
は
「
に
い
ば
り
の
里
事
業
」
と
し
て
、

農
業
資
料
館
（
久
地
楽
）
を
含
む
こ
れ
ら

の
史
跡
を
保
護
・
Ｐ
Ｒ
を
通
じ
て
地
域
の

活
性
化
、
に
ぎ
わ
い
の
創
出
を
図
る
事
業

武
たけ

田
だ

  勝
かつ

義
のり
さん（門井）

秋
も
深
ま
り
市
内
も
イ
ベ
ン
ト
最
盛

期
に
な
り
ま
す
が
、
中
世
の
歴
史

絵
巻
を
再
現
し
た
「
小
栗
判
官
ま
つ
り
」

が
１
年
の
締
め
く
く
り
で
す
。
小
栗
判
官

伝
説
は
、
室
町
時
代
の
小
栗
城
城
主
が
モ

デ
ル
に
な
り
浄
瑠
璃
や
歌
舞
伎
で
も
有
名

で
す
。
今
年
は
、
12
月
２
日
（
日
）
に
新

治
小
学
校
を
メ
イ
ン
会
場
に
開
催
さ
れ
ま

す
（
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は
裏
表
紙
参
照
）。

　
29
回
目
の
開
催
と
な
る
今
年
は
、
判
官

役
に
俳
優
の「
照

し
ょ
う
英え

い
」さ
ん
を
迎
え
ま
す
。

地
元
小
学
６
年
生
の
児
童
は
武
者
行
列
に

参
加
す
る
こ
と
で
地
元
の
歴
史
に
触
れ
、

記
憶
に
残
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地域のテーマを市民の目線で

市 民 記 者 の ペ ー ジ

に
今
年
か
ら
着
手
し
て
い
ま
す
。

　

古ふ
る

郡ご
お
り

在
住
で
市
文
化
財
保
護
審
議
会

委
員
の
袖そ

で
山や

ま
任た

か
男お

さ
ん（
写
真
右
端
）は
、

こ
の
場
所
に
駐
車
場
が
整
備
さ
れ
れ
ば
訪

れ
る
人
の
利
便
性
が
高
ま
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
国
指
定
史
跡
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

地
下
30
セ
ン
チ
以
上
の
耕
作
・
造
作
は
制

限
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
地
に
は
ま
だ
ま
だ

さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
眠
っ
て
い
る
こ
と
が

想
像
で
き
ま
す
。
１
万
点
に
も
な
る
出
土

品
は
、
現
在
は
桜
川
市
の
真
壁
伝
承
館
に

預
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
筑
西
市
内
に
も

保
管
、
展
示
の
で
き
る
場
所
が
あ
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　
新
治
廃
寺
跡
周
辺
の
環
境
保
存
整
備
の

活
動
を
続
け
て
い
る
「
え
の
き
会
」
代
表

の
海え

老び

沢さ
わ

友と
も

枝え

さ
ん
（
写
真
右
２
人
目
）

市内には、歴史的価値があるもの
がたくさんあることを、多くの人
に知ってもらえればと思います。

中
世
の
郷
土
の
英
雄
を
た
た
え
た
祭
り
や

　
史
跡
に
溢
れ
る
協
和
地
区
を
紹
介
し
ま
す

「
小
栗
判
官
の
里
」
と
「
に
い
ば
り
の
里
」

筑
西
４
大
イ
ベ
ン
ト
の
最
後
を

飾
る
小
栗
判
官
ま
つ
り

国
指
定
史
跡

「
新
治
郡
衙
跡
」と「
新
治
廃
寺
跡
」

協
和
地
区
を

歴
史
観
光
ゾ
ー
ン
に

新治郡衙跡　全国に 391ある郡衙で初めて発掘調査
されたことから、この地を訪れる人もいるそうです。

新治廃寺跡　えのき会や地元の地権者による除草作
業により保全されています。

自治会連合会協和支部長の増渕俊夫さん（写真左端）や
筑西市文化協議会会長塚田勝雄さん（写真左２人目）と、
にいばりの里について意見交換をさせていただきました。
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